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研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院北病棟　　　　職　種　　看護師　　　氏　名　　川守田　裕紀   

	期　　間　　平成30年10月21日

	出張目的　　第27回青森県長寿研究会演題の聴講

	出 張 先　　　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回の研修は長寿研究会であり、演題は介護に関連するものが殆どであった。それぞれの施設で、ス
タッフの関わりで楽しみを生み出し利用者の生活を充実させる事、昼夜逆転の改善、経口摂取への取り組み等、様々な取り組みが行われていた。各演題を聴講し、得る事の出来た気付きや自身の学びについて報告する。
【内容】
一般演題Ⅰ　座長　青森市福祉部長　立山　新
①生活リズムを改善するための取り組み～昼夜逆転が改善された症例～
介護老人保健施設　すずかけの里
昼夜逆転があり、徘徊、不穏状態のある利用者に対し、マッサージ機を利用したフットマッサージと湯たんぽによる寝具の温めを実施した事例であった。実施一か月後から睡眠時間の増加が見られ日中の活動性も上がり、三か月後には睡眠導入剤を使用しなくても入眠できるようになり、生活リズムの改善が見られたとの事であった。昼夜逆転状態は改善の介入が難しく、日中に起きているように関わっても夜間も入眠せずに不穏、せん妄状態となってしまう事が多い。下肢の血行が改善されたことにより軽快感とリラックス効果が得られた為生活リズムの改善に繋がったと事例では考察されており、内服調整だけに頼らない個別的な関わり方を検討していく必要があると学んだ。
一般演題Ⅱ　座長　青森県健康福祉部高齢福祉保険課長　福士　聡
①よりよい排泄ケアを目指して～尿漏れの多い入所者への取組み～
介護老人保健施設　すずかけの里
尿量が多い為尿取りパッドを使用しても尿漏れが多く、それに対する羞恥心が強くリハビリに拒否的な利用者に対し数社の製品を使用しパッドを合ったものに変更した所、離床時間が増えQOLの向上に繋がったという事例であった。北病棟では、尿取りパッドやおむつは使用する場合は家族様等に準備して頂いている。これらは長く使用するものでもあり、使用している本人が一番使用感を理解しているものである。各社で製品に違いがあるのは勿論であり、本人が安心して使用できるものであれば確かにQOLの向上に繋がるものだろう。本人の使用感等を家族様に伝え、本人に合ったものが使用できるよう関わっていきたい。
一般演題Ⅲ　座長　青森県歯科医師会常務理事　村上　淳一
①摂食嚥下ケアの取り組みから得た連携の重要性
医療法人青仁会　青南病院
　摂食嚥下ケアシートを活用し、情報共有によって摂食嚥下ケアを実施できた当院での事例発表であった。退院時の情報提供方法も見直し、退院後も摂食嚥下ケアが継続できるよう体制の構築を行っていた。これにより食事摂取量の変化はなかったが、嚥下機能の改善に繋がっている。病院から地域移行への方向性が言われている昨今であり、情報共有、情報提供の体制づくりが重要であると学んだ。
一般演題Ⅳ　座長　青森県老人福祉協会会長　齊藤　淳
①食事介助による誤嚥を防ぐために！～食事条件カードを導入して～
介護老人保健施設　あしたばの里・黒石
誤嚥性肺炎で退所となった利用者が半年間で数名おり、誤嚥を防ぐため、食事介助にあたる職員の意識改善を図った取組みであった。事例では誤嚥のリスクがある5名の利用者を対象に姿勢などの摂取状態を明示する食事条件カードを作成していた。それにより介助方法が統一され、職員の意識の改善が図れたとの事だった。食事介助では、介助される側が自分の本来のペースで食べる事が出来ないのでそれだけでもリスクがある。加えて現場では、早く食べさせ業務を滞りなく進める事もスキルのうちだという風潮があることも否定できなく、介助する側の意識を変える事は重要であると改めて認識した。
一般演題Ⅴ　座長　青森県薬剤師会会長　青森県介護支援専門員協会副会長　木村　隆次
①ポリファーマシー解消への取組み
介護老人保健施設しらかみのさと
施設入所者の持参薬が多かったり、症状がないのに継続理由が不明瞭のまま処方されている事がある為、減薬に対しての取組みであった。降圧剤内服者の日々の血圧値を医師へ報告、医師の指示にて中止後も血圧測定を行い、観察を行った。対象者55名中23名は中止後も血圧変動がなく、降圧剤以外の薬の減薬にも繋がったとの事だった。薬の減薬調整に対する取り組みは難しいと考える。だが医師、薬剤師との密な情報交換により十分に安全に行う事も出来ると学んだ。
一般演題Ⅵ　座長　青森県健康福祉部長　菊地　公英
①手指の拘縮・筋緊張改善に向けての取り組み
介護老人保健施設　ヴィラ弘前
手指の拘縮、筋緊張が強い為、改善の為に拘縮予防に高反発クッションを使用した事例であった。介入前はビーズクッションを使用していたが、高反発クッションを使用してからは手指伸展、肩関節の屈曲、外転に改善が見られていた。皮膚に発赤が見られたことで一か月で終了となっており、関節拘縮に対する関わりでは皮膚状態の密な観察と状態に合わせた適切なクッション選びが必要であると学んだ。
一般演題Ⅶ　座長　青森県看護協会会長　柾谷　京子
①ユマニチュード導入を試みて～健やかに過ごす青山荘～

特別養護老人ホーム　青山荘
認知症があり帰宅願望が強く、夜間の不眠、施設内の歩き回りが見られている対象者にユマニチュード技術を用いて接した事例であった。食事時や余暇時、臥床時などどのような場面においても「見る、立つ、触れる、話す」というユマニチュードの4本柱を用いて接した所、表情が和らぎ笑顔が見られるようになり、言葉がけにも耳を傾ける様子が見られるようになったとの事であった。帰宅願望があり徘徊が見られる状態であると、危険防止の為対応する側も指示的や管理的な関わり方になってしまいやすい。安心感や信頼感を得る関わり方は、どのような人と接する場合でも大事なものである。病棟内でのコミュニケーションでもその部分を意識していく。
一般演題Ⅷ　座長　全国国民健康保険運営協議会会長　坂本　美洋
一般演題Ⅷでは、地域支援におけるケアマネージャーの役割や活動の内容、地域共生社会実現に向けての取り組み方等に対する内容が中心であった。ケアマネージャーだけでなく行政、地域住民も主体となり、医療介護に携わる職種間だけでなく地域全体としての連携の必要性を学ぶことが出来た。
一般演題Ⅸ　座長　弘前学院大学学長　吉岡　利忠
一般演題Ⅸでは、高齢福祉分野への取組みの現状、地域包括支援センターの取組みに関する内容が中心であった。社会福祉士の高齢分野への就職が減少していること、地域での認知症フォーラムの開催により住民の認知症に対する意識の高まりがみられること、地域包括支援センターや在宅介護支援センターからの相談事例に対し、認知症初期集中支援チームの介入で専門医療機関との連携がスムーズとなったこと等が内容であった。高齢福祉分野の担い手の確保、認知症に対する啓発活動の必要性を学ぶことが出来た。
特別講演Ⅰ　座長　青森県医師会会長　齊藤　勝
「医療をめぐる課題と診療報酬改定」

厚生労働省保健局医療課長　森光　敬子

特別講演Ⅱ　座長　青森県老人保健施設協会会長　全日病青森会長　村上　秀一
「介護保険制度を取り巻く状況と今後の介護報酬改定について」
厚生労働省老健局老人保健課長　眞鍋　馨
C.E.O.
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